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今月のテーマはこちら

インフルエンザ予防接種
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健康ニュースレター
M O N T H L Y  N E W S  L E T T E R  f o r  H E A L T H

文責：内科 院長 四方英樹 M.D.

　例年この時期になると、インフルエンザの予防に対す
る対策が必要になります。地域により流行の時期も異な
り、米国では早い年は 11 月頃から出始め、５月頃まで続
くこともあります。日本では真冬になってからと思われが
ちですが、必ずしもそうではなく、特に米国では早めの対
策が必要です。
　インフルエンザの症状は風邪の症状と似ている部分
もありますが、特に高熱を伴うことが多く、急激に発症し、
全身倦怠感、食欲不振などの「全身症状」が強く現れま
す。また、筋肉痛、頭痛も見られます。腹痛、下痢等の症状
も現れることもありますが、小児に多いようです。

　毎年、インフルエンザのワクチンはその年の流行株を
予想して作られますが、近年は４種類のウィルスを対象
とするワクチンが主流になりました。４種類のウィルスを
含むワクチンにはＡ型、Ｂ型が各２種類、合計４種のウ
ィルス株が含まれています。

　今年も一部の例外を除いて、生後６ヶ月以上の方には
全員予防接種を受けることをお勧めしています。中でも、
インフルエンザにより重篤な状態に悪化するリスクが高
い方は、特に早めの接種をお勧めします。

 

　  ９歳以上の方は1回接種
　  生後６ヶ月～８歳までのお子様は、場合によっては
　  ２回接種が必要
※通常、予防接種を打ってから抗体が出来るまで約２週
間かかります。家族の方がインフルエンザに罹ってから
予防接種を打っても、すぐに効果は期待できません。
  

　今年当院で扱っている予防接種の種類は４種類あり
ます（小児用、大人用、65 歳以上用、鼻から接種する液状
の物）。
 【大人用、小児用 / ４種株】
３歳未満は、ワクチンの量が半分になります。
【高容量インフルエンザワクチン / ３種株】
65 歳以上の方は、インフルエンザによる合併症の発生
率が高く、インフルエンザによる入院例の約 6 割を占め
ています。又、最近のデータによると、従来のワクチンで
は、65 歳以上の方には抗体が十分に出来ないことが判
明し、抗体能力が低下するのも早いようです。抗体が少
ないと感染に対する予防力も弱くなるため、近年高容量
が多く使われるようになりました。
【Flumist / ４種株】
２歳から49 歳を対象とした、インフルエンザウィルスを
弱毒化して鼻から接種するワクチン。

　よく『予防接種はいつ受けたらいいか？』『効果はいつ
まで続くのか ?』という質問を受けます。残念ながら簡単

で明確な答えはありません。抗体は徐々に低下すること
は確かですが、1 シーズンは維持できると推測されてい
ます。したがって、効果が早く切れてしまうリスクより、予
防接種を遅らせてインフルエンザが早く流行し始めてし
まう方がリスクは高いので、早めに受けることをお勧め
します。院内はもちろん、ほとんどの薬局でも手軽に予防
接種が受けられます。10 月中には接種しましょう。

　日本とアメリカでは地域も違い、流行るインフルエン
ザの種類、それに基づくインフルエンザワクチンの種類
も異なる場合があります。今年の冬もワクチンの種類は
違いますので、日本で冬を一部過ごす方はどこでワクチ
ンを打つべきかは主治医と相談して下さい。
 
　インフルエンザの一番の予防法は予防接種を受けること
です。『自分の感染を予防する』『感染しても軽めの症状で抑
える』以外にも、周りの方、特にインフルエンザの合併症を
起こしやすい高齢者・慢性疾患をお持ちの方・６ヶ月未満
のお子様への感染を防ぐためにも、毎年インフルエンザに
対する予防対策をしっかりしておくことが大切です。

インフルエンザワクチンの内容

今年の接種ポイント

接種の方法

予防接種の種類
日本とアメリカのウィルスの違い

予防接種の効果について
お早目の予約をお勧めします

窓口・電話にて受付いたします
詳しくは

フロントスタッフまで
お問い合わせください

日本クリニックでも
インフルエンザ予防接種が
はじまりました

６歳未満のお子さん
50歳以上の方
妊婦
慢性疾患（肺・心臓・腎臓・糖尿病等）を
お持ちの方

リスクの高い方


